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（１） ２００４年９月２５日 第８８５号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

１１００月月１１５５日日
自自治治労労連連・・現現業業
統統一一行行動動

２００４．９．２５
No.885

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

労
働
者
教
育
協
会
と
全
国
の
学
習
組
織
が
協
力
し
て
２０
年
ぶ

り
に
全
国
的
な
「
学
習
交
流
集
会
」
が
９
月
１８
日
か
ら
２０
日
、

犬
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
半
年
間
、
愛
労
連
や
自
治
労

連
な
ど
の
労
働
組
合
や
団
体
・
個
人
参
加
の
実
行
委
員
会
が
組

織
さ
れ
全
国
か
ら
５
２
６
人
の
参
加
を
迎
え
て
大
き
く
成
功
さ

せ
ま
し
た
。

「
刺
激
を
う
け
た
」「
自
分
の

と
こ
ろ
で
も
こ
ん
な
活
動
を
し

た
い
」
�
大
い
に
学
び
、
交
流

し
た
全
国
学
習
交
流
集
会
は
３

日
間
で
、
５
２
６
人
が
参
加
。

集
会
参
加
者
は
、
１９
歳
か
ら
７０

歳
代
ま
で
幅
広
く
、
し
か
も
半

数
は
２０
代
か
ら
３０
代
と
い
う
青

年
、
３
割
は
女
性
と
い
う
活
気

み
な
ぎ
る
集
会
で
し
た
。

初
日
の
森
英
樹
名
大
教
授
の

憲
法
を
め
ぐ
る
記
念
講
演
で

は
、「
憲
法
は
生
き
埋
め
に
さ

れ
て
も
死
な
な
い
」。
憲
法
を

羅
針
盤
に
社
会
を
創
り
上
げ
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

組組
合合
員員
がが
参参
加加
しし
やや
すす
いい

学学
習習
活活
動動
のの
工工
夫夫
はは
？？

名
古
屋
市
職
労
の
古
田
雄
一

さ
ん
は
、「
組
合
活
動
を
執
行

委
員
に
な
っ
て
は
じ
め
て
考
え

始
め
ま
し
た
。
今
回
の
集
会
に

参
加
し
て
全
国
の
労
働
組
合
活

動
の
経
験
を
学
び
、
職
場
に

帰
っ
て
さ
っ
そ
く
と
り
く
ん
で

み
た
い
」。
と
労
働
組
合
活
動

と
学
習
教
育
運
動
へ
の
意
欲
を

み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

青青
年年
のの
パパ
ワワ
ーー

はは
じじ
けけ
るる
大大
交交
流流
会会

２
日
目
の
夜
の
青
年
大
交
流

会
に
は
２
２
０
人
が
集
い
ま
し

た
。
茨
城
、
高
知
、
京
都
か
ら

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ピ
ー
ル
を
受
け

て
始
ま
り
、
県
名
ビ
ン
ゴ
、
名

古
屋
市
職
労
の
山
岡
弘
和
さ
ん

の
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
で
会
場
の
盛
り

上
が
り
は
最
高
潮
に
！

ア
ン

コ
ー
ル
で
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」
を
歌
い
会
場
が
ひ
と
つ

に
な
る
感
動
の
場
面
も
。
こ
の

自
主
企
画
を
準
備
し
た
愛
知
の

青
年
集
団
の
パ
ワ
ー
は
お
そ
る

べ
し
。
ま
た
、
Ｃ
１
３
０
Ｈ
輸

送
機
が
配
備
さ
れ
た
小
牧
自
衛

隊
基
地
め
ぐ
り
の
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
企
画
に
、
５０
人
が
参
加
。
戦

争
す
る
日
本
の
現
実
を
目
の
前

に
し
て
恐
怖
さ
え
感
じ
る
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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一日目の森英樹先生のユーモアたっぷりのお話に聴き入る参加者

９
月
１２
日
（
日
）、「
名
古
屋

に
働
く
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
つ

ど
い
」
が
労
働
会
館
本
館
で
開

催
さ
れ
、
名
古
屋
市
内
及
び
周

辺
市
町
か
ら
１
２
０
人
近
い
ヘ

ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。こ
の
つ
ど
い
は
、

名
古
屋
市
職
労
や
な
ご
や
介
護

福
祉
労
組
を
中
心
に
実
行
委
員

会
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

午
前
中
、
京
都
の
花
園
大
学

社
会
福
祉
学
部
の
三
田
優
子
先

生
に
よ
る
、「
こ
こ
ろ
に
届
く

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
�
精
神
障
害
へ

の
理
解
と
援
助
方
法
に
つ
い
て

�
」
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
精
神
疾
患
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
障
害
の
理
解
と
対
応
な

ど
今
日
の
ヘ
ル
パ
ー
が
障
害

者
・
児
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
中
で

ど
う
接
し
て
い
く
か
を
具
体
的

事
例
か
ら
学
び
ま
し
た
。『
精

神
障
害
者
へ
の
援
助
で
ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
の
本
質
が
問
わ
れ

る
』
と
の
先
生
の
指
摘
に
参
加

者
か
ら
は
「
今
一
番
聞
き
た
い

お
話
で
良
か
っ
た
」。
な
ど
好

評
で
し
た
。
午
後
か
ら
は
介
護

実
技
の
講
座
と
名
古
屋
市
児
童

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
３
人
の
専

門
家
を
招
き
「
自
閉
症
に
つ
い

て
」「
自
閉
症
児
・
者
へ
の
地

域
生
活
支
援
」に
つ
い
て
学
び
、

日
頃
の
ヘ
ル
パ
ー
活
動
に
つ
い

て
熱
心
に
交
流
し
ま
し
た
。
介

護
実
技
の
講
座
で
は
最
新
の
介

護
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
を
使
い
、

基
本
と
な
る
介
護
や
実
体
験
か

ら
の
悩
み
を
出
し
合
う
な
ど
有

意
義
な
つ
ど
い
と
な
り
ま
し

た
。

（
写
真
右
）名
古
屋
市
職
労
中
川

区
役
所
支
部
の
古
田
雄
一
さ
ん

（
写
真
下
）夜
の
青
年
大
交
流
会

で
歌
ご
え
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

心に届くホームヘルプ
実践をより豊かに

名古屋に働くホームヘルパーのつどい

介護実技の基本を学ぶヘルパーさんたち

９
月
１４
日
か
ら
１５
日
の
２
日

間
、名
古
屋
国
際
会
議
場
で「
自

治
労
連
・
賃
金
闘
争
を
前
進
さ

せ
る
全
国
交
流
集
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
、

自
治
体
労
働
者
を
め
ぐ
る
賃
金

制
度
の
新
た
な
変
化
と
攻
撃
の

内
容
を
明
ら
か
に
し
、
職
場
・

地
域
で
の
共
同
の
た
た
か
い
の

発
展
と
賃
金
闘
争
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
検
討
し
、
今
後
の
た

た
か
い
の
出
発
点
に
す
る
も
の

で
す
。
集
会
に
は
全
国
か
ら
１

７
０
人
が
参
加
し
２８
人
が
発

言
。
２
０
０
４
年
人
事
院
勧
告

の
分
析
、「
働
く
ル
ー
ル
確
立
」

の
課
題
、
能
力
・
成
果
主
義
賃

金
と
人
事
評
価
制
度
と
の
か
か

わ
り
、
最
低
賃
金
制
、
公
契
約

運
動
、
当
面
す
る
賃
金
確
定
闘

争
な
ど
、
率
直
な
意
見
を
出
し

合
い
、交
流
を
す
す
め
ま
し
た
。

公
務
員
賃
金
を
め
ぐ
る

新
た
な
変
化
と
攻
撃
明
ら
か
に

自自治治労労連連・・賃賃金金闘闘争争をを
前前進進ささせせるる全全国国交交流流集集会会
９９月月１１４４日日－－１１５５日日 名名古古屋屋国国際際会会議議場場

三田優子先生の講演は参加者で会場いっぱいに
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（２）自治体 あいちの仲間２００４年９月２５日 第８８５号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

毎
年
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
１０

月
１２
日
か
ら
１５
日
に
か
け
て
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
愛
労

連
、
愛
知
社
保
協
、
新
日
本
婦

人
の
会
愛
知
県
本
部
、
自
治
労

連
愛
知
県
本
部
の
４
団
体
が
事

務
局
団
体
と
な
り
、
名
古
屋
市

を
除
く
８６
市
町
村
を
訪
問
し

て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど

社
会
保
障
の
充
実
を
自
治
体
当

局
、
議
会
に
要
請
し
て
い
く
取

り
組
み
で
す
。

小
泉
内
閣
に
よ
る
三
位
一
体

改
革
の
も
と
で
、
財
政
的
な
締

め
付
け
が
強
ま
り
、
結
果
と
し

て
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
を
進
め
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
生
ま
れ
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
社

会
保
障
が
削
減
さ
れ
る
事
態
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
愛
知
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
実
施
の
中
で
、
要
求

が
確
実
に
前
進
し
て
い
る
分
野

も
あ
り
ま
す
。「
修
学
前
ま
た

は
６
歳
未
満
ま
で
の
医
療
費
無

料
制
度
」
は
２
０
０
０
年
の
５

自
治
体
実
施
が
２
０
０
３
年
に

は
４２
自
治
体
へ
と
増
え
て
い
ま

す
。「
介
護
保
険
の
保
険
料
独

自
減
免
」
は
２
０
０
０
年
の
４

自
治
体
か
ら
２
０
０
３
年
の
４２

自
治
体
へ
、「
介
護
保
険
の
利

用
料
独
自
減
免
」
は
２
０
０
０

年
の
８
自
治
体
か
ら
２
０
０
３

年
の
２８
自
治
体
へ
と
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま

え
、
各
自
治
体
の
独
自
施
策
の

実
施
・
拡
充
を
求
め
る
こ
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
自
治
体
に
自

治
体
本
来
の
役
割
を
果
た
し
て

も
ら
う
重
要
な
取
り
組
み
と
し

て
そ
の
成
功
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

あなたも参加しませんか 愛
労
連
・
社
保
協
と
共
に

１０
月
１２
日
〜
１５
日
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

三
位
一
体
改
革
の
下
で
も

自
治
体
本
来
の
役
割
求
め
て

第
９
回
あ
い
ち
機
関
紙
宣
伝
学
校

愛
労
連
と
自
治
労

連
が
と
り
く
む
第
９

回
機
関
紙
・
宣
伝
学

校
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
読
ま
れ
る
、
待

た
れ
る
新
聞
や
効
果

的
な
宣
伝
物
作
成
を

め
ざ
し
て
学
習
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
職
場
、

地
域
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆

日

時

一
日
目

１０
月
２３
日
（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
５
時

二
日
目

１０
月
２４
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆

場

所

２３
日

労
働
会
館
・
東
館
２
Ｆ

２４
日

労
働
会
館
・
本
館
２
Ｆ

◆

内

容

２３
日

記
念
講
演
「
マ
ス
コ
ミ

報
道
の
現
状
か
ら
考
え
る
」
�

小
中
陽
太
郎
さ
ん
（
作
家
、

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
、
中
部

大
学
教
授
）

２４
日

実
践
講
座

◆
参
加
費

１
０
０
０
円

弁
当
代
・
資
料
代

◆
申
込
み
は
愛
知
県
本
部
教

宣
部
迄１０

月
１８
日
締
め
切
り

昨年の実践講座参加者

長
く
き
び
し
か
っ
た
今
年

の
残
暑
。
そ
の
影
響
が
出
る

の
が
秋
で
す
。
日
照
時
間
が

短
く
な
っ
て
日
中
と
朝
晩
の

気
温
差
も
大
き
く
な
る
こ
の

時
期
は
、
風
邪
を
引
き
や
す

い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
秋
は
肺
や
大
腸
、

皮
膚
、
髪
の
毛
に
注
意
が
必

要
で
す
。
便
が
乾
燥

し
、
便
秘
に
な
り
が

ち
で
す
の
で
、
水
分

補
給
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
髪
の
毛
が

抜
け
や
す
く
な
る
の

も
秋
で
す
。
頭
皮
が

乾
燥
し
て
、
髪
の
毛
ま
で
栄
養

が
行
き
渡
ら
な
く
な
る
か
ら
で

す
。
頭
皮
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

ま
し
ょ
う
。

夏
の
暑
さ
に
加
え
き
び
し

か
っ
た
残
暑
で
、
体
の
毛
穴
は

開
き
っ
ぱ
な
し
で
す
。
そ
こ
に

秋
の
冷
気
が
皮
膚
に
当
た
り
、

鼻
か
ら
肺
に
も
入
り
ま
す
。

体
調
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
さ

わ
や
か
な
季
節
で
す
が
、
だ
る

い
、
食
欲
が
な
い
、
眠
れ
な
い

な
ど
の
夏
バ
テ
を
引
き
ず
っ
て

い
る
と
、
秋
風
邪
を
引
く
原
因

に
。
症
状
は
鼻
づ
ま
り
や
空
せ

き
な
ど
と
軽
い
の
で
す
が
、

放
っ
て
お
く
と
冬
ま
で
持
ち
越

し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
に
、

「
印
堂
（
い
ん
ど
う
）」
と

「
百
会
（
ひ
ゃ
く
え
）」
を

お
灸
や
指
圧
で
刺
激
を
し
て

下
さ
い
。
こ
の
ツ
ボ
は
、
尾

骨
か
ら
始
ま
っ
て
背
骨
を
上

が
り
、
頭
頂
か
ら
鼻
、
上
唇

の
中
ま
で
下
が
っ
て
終
わ

る
、
督
脈
（
と
く
み
ゃ
く
）

と
い
う
経
路
に
属
し
て
い
ま

す
。
鼻
づ
ま
り
か
ら
く
る
頭

痛
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
皮
膚
を
鍛
え
る

た
め
に
乾
布
摩
擦
を
始
め
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

８
８
２
号
の
答
え
は
「
キ
ュ

ウ
カ
イ
ノ
ヒ
ジ
ョ
ウ
シ
キ
」
で

し
た
。
２９
名
の
応
募
が
あ
り
、

全
員
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方

に
図
書
券
を
送
り
ま
す
。

村
瀬
美
恵
子
（
半
田
市

職
）

中
橋
み
な
子
（
瀬
戸
市
職
労
）

鈴
木
か
お
る
（
学

事

労
）

長
谷

芳
枝
（
西
尾
市

職
）

堀
尾

悦
嗣
（
春
日
井
市
職
労
）

菅
谷

秀
昭
（
名
古
屋
市
職
労
）

彦
坂

茂
雄
（
豊
橋
市
職
労
）

矢
野
ふ
き
子
（
瀬
戸
市
職
労
）

名
倉
笑
美
子
（
西
尾
市

職
）

一
ノ
瀬
裕
子
（
春
日
井
市
職
労
）

◆
息
子
が
生
ま
れ
て
早
５
ヶ

月
。
日
に
日
に
重
く
な
っ
て
い

く
息
子
を
あ
や
し
て
い
る
と

時
々
筋
肉
痛
に
悩
ま
さ
れ
ま

す
。ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
く
、

妻
が
夏
バ
テ
ぎ
み
。
た
ま
に
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
育
児
の
疲

れ
を
癒
し
て
あ
げ
よ
う
か
な

（
山
口
浩
司
・
蒲
郡
市
職
）
◆

先
日
「
華
氏
９
１
１
」
を
観
て

き
ま
し
た
。
は
じ
め
て
知
っ
た

事
実
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
イ
ラ
ク
戦
争
が
何
た
る
か

よ
く
分
か
り
ま
す
。
上
映
映
画

館
も
増
え
た
の
で
ぜ
ひ
一
度
観

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
（
重

藤
新
子
・
学
事
労
）
◆
９
月
５

日
（
日
）
豊
川
で
は
防
災
の
と

り
く
み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
や

は
り
防
災
の
主
役
は
地
域
の
人

達
の
連
帯
で
す
。
市
役
所
が
示

す
役
割
は
わ
ず
か
で
す
。
日
頃

よ
り
地
域
で
の
活
動
を
重
視
し

て
災
害
に
そ
な
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
（
竹
本
昌
三
郎
・
豊

川
市
職
労
）

◆
プ
ロ
野
球
の
合
併
問
題
。

フ
ァ
ン
（
市
民
）
や
選
挙
（
労

働
者
）
の
声
は
や
は
り
オ
ー
ナ

ー
（
首
長
や
首
相
）
に
は
届
か

な
い
の
か
。
こ
の
国
の
社
会
に

憤
り
を
覚
え
る
（
八
木
啓
・
名

古
屋
市
職
労
）
◆
夏
休
み
も
終

わ
り
ま
し
た
ね
。
ま
た
息
子
の

弁
当
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ペ
ー
ス
が
つ
か
み
き
れ
ず
１
日

め
は
遅
刻
ギ
リ
ギ
リ
で
し
た

（
横
田
智
子
・
名
古
屋
市
職
労
）

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

ツボの話

秋
の
風
邪
に
効
く
ツ
ボ

鍼
灸
師

伊
藤
直
子

新
役
員
紹
介

新
川
町
職
労

（
９
月
８
日
）

執
行
委
員
長

矢
野

裕
子

副
執
行
委
員
長

今
尾

紀
江

〃

藤
井

貴
子

書
記
長

森

茂
子

犬
山
市
職
労

（
９
月
１５
日
）

執
行
委
員
長

森
川

圭
二

副
執
行
委
員
長

一
柳

佳
誉

〃

保
浦

英
樹

〃

小
島

千
枝

書
記
長

吉
田

高
弘

書
記
次
長

江
口

正
英

瀬
戸
市
職
労

（
９
月
１６
日
）

執
行
委
員
長

下
山

泰
彦

副
執
行
委
員
長

加
藤

徹

〃

近
藤

隆
儀

〃

澤
井

香

書
記
長

遠
藤

勇

書
記
次
長

上
四
元
直
樹

武
豊
町
職
労

（
９
月
１６
日
）

執
行
委
員
長

森
田

正
樹

書
記
長

鬼
頭

研
次

会
計

荒
井

修

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
１０
月
３１
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。


